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第２四半期連結累計期間連結業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、2018年11月14日に公表しました2019年９月期第２四半期連結累

計期間（2018年10月１日～2019年３月31日）の連結業績予想を下記の通り修正いたしました

ので、お知らせいたします。

記

１．第２四半期連結累計期間 連結業績予想の修正

2019年９月期第２四半期連結累計期間 連結業績予想の修正（2018年10月１日～2019年３月31日）

売 上 高 営業利益 経常利益

親会社株主に帰

属する

四半期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）

百万円

5,786

百万円

264

百万円

264

百万円

182

円 銭

27.11

今回発表予想（Ｂ） 5,821 317 317 206 29.20

増減額（Ｂ－Ａ） 34 53 53 24 －

増減率（％） 0.6％ 20.0％ 20.0％ 13.1％ －

（ご参考）前期第２四半期実績

（2018年９月期第２四半期）
5,231 384 386 250 37.50

２．修正の理由

2019年９月期連結会計年度におきましては、『type』強化施策として大型の広告宣伝キャンペーンに加え、

商品力強化を目的とした投資を行うため増収減益の計画としております。このような状況において、当第２

四半期連結累計期間において、ＩＴ派遣事業の売上高が計画を上回る推移を示していることから、売上高は

約3,400万円計画を上回る見通しとなりました。また、メディア情報事業においては、前期に売上高の伸び

が鈍化したものの、2019年１月より実施している広告宣伝キャンペーンが順調に推移しており、売上高は計

画通りに進捗しております。一方、経常利益については、前述の通り売上高が計画を上回る見通しであるこ

とに加え、当初の計画通りに広告宣伝に投資を行っているものの、その他のコストを抑制した結果、約5,300

万円計画を上回る見通しであります。

なお、通期の連結業績予想につきましては、依然として経済情勢の先行きが不透明であることから、現時

点では前回予想値を据え置いております。

（注）上記の予想は、本資料の発表現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。

以上


